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サ
フ
イ
ー
ル
ド

'(

'マ
サ
チ
ュ

1

:
ア
メ
リ
カ
産
業
資
本
の
，形
成
と
そ
の
塞
礎
ど
な
る
土
地
制
度
と
い
ぅ
視
点
か 

ら
み
る
時
、
植
民
地
ア
メ
リ
カ
を
次
の
三
つ
の
地
域
に
分
け
て
特
微
づ

け

る

事 

が
出
来
る
。
即
ぢ
不
自
由

(

白
人
：.
黒
奴)

：

労
働
.に
侬
存
ず
る
单-一
商
品
作
物
.

.の
生
産
体
制
と
し
て
の
ブ
ラ
ゾ

テ
I

シ
.
3ン
を
基
軸
と
.す
る
南
部
、
ヨ—

 
ロ
ッ 

パ
の
マ
ナ
ー
を
思
わ
せ
る.大
土
地
所
有
制
を
も
つ
中
部
、
：そ
し
て
独
立
自
臂
農 

民
を
中
心
と
す
る
北
部
ニ
ユ
ー•
•イ
ソ
，グ
ラ
ソ
ド
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
： 

で
南
部
で
は
プ
ラ
ン
テ

ー

シ
ヨ
ン
を
造
出
す■る
為
に
必
要
な
大
量
の
土
地

(

特 

.
に
人
頭
籠
と
売
却
制
を
通
じ

)

と
不
自
由
赞
働
力
は
、
信
用
授
与
を
横
奸
：と 

し
て
獲
微
さ
れ
た
。
棉
作
プ
ラ
ゾ

テ

..
!
シ
ヨ
ン
は
こ
.の
台
木
の
上
に
接
木
さ
れ.
 

t
と
い
マ
て
よ
い.で
あ
ろ
ぅ
。
ご
の
様
に
し
て■

さ
れ
た
プ
ラ
ン
.：

 
一b

j
シ
ヨ
.
 

ン
制
下
の
南
部
に
於
て
は
、

一
見

「

資
本
主
義」

的
現
象
が
見
ら
れ
て
も
、
そ 

の
生
辑
過
程
.に
一
.た
：び
目
を
法
ぐ
時
、
労
働
力
の
再
生
産
は
'プ
ラ
ン
タ
I

I 

奉
公
人
乃
至
奴
隸
と
い
う
関
係
を
基
軸
と
し
て
行
な
わ
れ
て
唐
た
。
そ
れ
故
形

.四
八

」
(

八

七

八)

V
「
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■
■
■ 

.. 

.
' 

' 

_ 

,

:

.

の

.

タ
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ン

( :
つ

い

て

セ

ッ

ツ 

> .
の

場

合

一

一

.

.
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•
、

•

, 

.
::/
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'■
-

.

.
、

、

式

的

に

，
は

近

代

的

に

見

え

て

も

、

実

は

プ

ヲ

ン

テ

ー

シ

a
ン

体

制

の

拡

延

又

は
 

漸

#

に

す

ぎ

ず

、

そ

の

基

礎

に

あ

る

奴

隸

労

働

を

自

ら

破

棄

す

る

事

は

出

来

な
 

.

か

っ

ヒ

と

考

え

ら

れ

る

。

中

部

は

色

々

な

意

味

で

南

部

と

北

部

の

中

間

的

形

態
 

と

考

え

ら

れ

る

。

。
ハ

ド

ル

丨

ン

的

地

主

制̂問

題

は

実

に

興

味

深

い

が

、

結

局
 

.
そ

れ

は

自

営

農

.民

.に

^.
り

打

倒

さ

れ

て

行

く

。

北

部

は

産

業

資

本

の

揺

籃

の

地
 

で

あ

り

、

ぞ

の

形

成

の

前

提

と

し

て

独

立

自

営

農

民

が

広

汎

に

存

在

し

、

そ

し
 

て

が

か

る

自

由

な

農

民

層

を

創

出

し

そ

れ

に

ょ

り

支

え

ら

れ

た

の

が

，

「

タ

ウ
 

.:
ン

，
へ

シ

ス

テ

ム

」

で

あ

，
る0

ご

の

様

に

見

て

く

る

と

、

「

タ

ウ

ン

：

ゾ

ス

テ

ム」

こ

そ

、

二

ユ

!

.'

.
ィ

ン

グ

ラ

ゾ
ド

を

特

徵

づ

け

、

ァ

メ

リ

ヵ

砲

代

化

の

歴

史

的

■ 

. 

' 

• 

.

.

.

、

，

.

.ベ

.

挺

か

を

.な
し

た

も

の

で

あ

る

事

は

明

ら

か

で

あ

る。

，
.
.
:

「

タ

ウ

ン

，

シ

ズ

テ

ム」

に

つ

い

て

は

、

今

日

造

が

の

地

に

於

て

い

く

つ

か
 

.
の

研

究

成

!
の̂

発

表

を

見

て

い

る

し

、

各

タ

ウ

シ

の

地

方

史

や

関

係

史

料

が

少
 

な

.か
ら

ず

1
抵

さ

れ

.て
い

な

。

殊

に

マ

.サ
チ

ユ

!'
'
セ

4
ツ

は

コ

ネ

一

ア

ィ

ヵ

ッ

ト
 

と

並

ん

で

、

否

七

'れ
以

上

に

？

タ

ウ

ン

研

究

の-

S-

心

を

勝

成

し

て

い

る

か

.
の

様
 

で

あ

.る
。

従

来

の

タ

ウ

ン

ト

文

書

の

刊

行

は

、
ど

ち

ら

か

と

い

う

と

い

わ

ゆ

る

「

旧

タ
ウ
ン」

に
属
す
る
も
の
が
多
い
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。
わ
が
国
に
於
.て
も
古_ 

く
は
沛
村
与
市
氏.の
，

「

ピ
ユー

リ
タ
ン
爐
民
史
の
研
洗1-
-C

昭
和
八
年
丫
に
給 

ま
り
、

.

藤
原
守
胤
氏
必
：憲
政
史
的
な
力
作.

r

ア
メ
リ
カ
建
国
史
論

」

一
S

.

(

昭 

和
十
五
年)

、
玉
谷
宗
市
郞
氏
の

「

ィ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
北
ア
メ
リ
カ
北
部
土
：：
 

地
保
有
制
度
の
性
格

」

、
.戦
後
で
は
仲
田
光
氏
の.「

二
ユ
!

ィ
ン
グ
一
フ
シ
ド 

.
♦タ
ウ
ン
共
同
体
分
解
の
前
提

」

、
平
出
宣
道
氏
の「

當
と
民
衆」

及
び
.近
著 

r

近
代
資
本
主
義
成
立
史
論

」

な
.ど
.を
豸
え
る
_
が
出
来
る
。
ア
メ
リ
カ
人
に 

ょ

る「

タ
ウ
ン
.
シ
ス
テ
ム」

の
研
究
は
、
当
然
の
某
な
が
ら
、
。い
ハ1>
';
'
わ 

ン
.的
植
民
地
と
い
ぅ
点
を
多
か
れ
少
な
か
れ
問
題
と
し
て
居
ヴ
、
わ
が
国
の
市

.
 

种
、
主
谷
両
氏
の
研
究.%
こ
の
傾
向
を
色
濃
く
示
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
傾
向 

自
体
は
、
近
代
的
生
産
力
の
も
：
^

i

を
問
題
と
し
て
い
る
酿
り
正
当
で
あ 

る
。
文
平
出
氏
の
研
究
は
、
従
来
め
研
究
書
を
利
用
し
て
こ
れ
を
理
論
的
に
整 

理
し
、「

タ
ウ
ン
.
シ
ス
テ
ム
'

」

を
資
本
主
義
成
立
の
母
胎
と
し
て
、
近
時
の 

.

「

共
同
体」

；
論
と
の
関
聯
に
於
て
考
え
ょ.ぅ
と
ん
た
.も
の
で
，あ
る
。
筆
者
は
、
 

こ
こ
で「

タ
ヴ

ン

.
シ
ス
テ
ム」

を
: '

単
に
制
度
乃
至
於
：̂と
し
て
：、
従
っ
て 

又
带
度
-̂

な
類
似
や
起
原
と
い
ぅ
観
点
か̂̂
問
題
と
す
る
つ
も
り
は.な
い
。
或 

る
段
階
で
は
'そ
の
共
同
体
的
規
制

——

例
え
ば
土
地
譲
渡
の
禁
止

.

制
限
、
土 

地
利
用
の
規
制
一
手
エ
賺
へ
の
規
制
等

—

が
^

^
主
_
豸
展
の
g

ほ」 

と
な
っ
た
事
を
認
め
る
が
、
な
お
且
つ
、
或
い
は
h
か
^
！6

座
#
や
a '
、
こ
の 

一
見r

営
業
め
自
由」

を
極
度
に
圧
迫
し
た
於#
こ
そ
、
実
は
南
部
：
中
部
的 

な
、
.
そ
し
て'1

ユ
I
‘

ィ
，ン
グ
ラ
シド
内
部
の
、
..
大
プ
ラ
ン
；タ
ー
的

，
大
地
主 

的

.
大
商
人
的
な
：

「

寛
容」

と

を

圧

状

し

、
近
代
社
会
成
立
の
た
ぐ

.
1

七
世
紀
.末
.
.

11..
H

1
*:
イ
ン
グ
フ
シ
ド
の.一
タ
ウ
シ
に
.つ
ぃ
-c

い

な

い

逆

説

的

契

機

と

亦

*?

た

の

で

は

な

い

か

。

後

代

の

そ

し

て

或

る

程

度
®

 

'同
時

代

の

；：

「

自

由」

思
^

^

と
.
っ
て
は
•堪

女

が

た
■く

狃

信

的

に

見

え

た

こ

の「

不 

寛

容」

.
と

「

自

S

の
任
通

」

'こ

そ

、

あ

の

「

合

理

化」

，
と「
魔

術

か

ら

の

解

放」

 

を

最

も
.徹

底

的

に

行

な

，い
、V
産

業

資

本

展

閼

の

道

を

は

き

清

め

つ

つ

、

自

ら

は 

靈

，

「

桎

梏」

：.
と

似

し
^

行

っ

た

の

で

对

な

い

か

。

こ

の

様

な

意

味

で

馨
 

は
、

ピ

ュ

丨

リ

タ

ン

的

誓

約

団

体

の「

共

同

体

的

規

制」

乃

至

共

同

性

の

®

於

歡 

成

的

意

義

を

こ

こ
で

問

題

と

し

た

い
の

で

あ(

I

。

こ
う
.
い
う
®

か

'
ら

肇

者

は
 

こ
こ
に
マ
サ
チ
ユ
ー
：セ
ッ
ッ
の

一

タ

ゥ

シ

の

史

料

を
と

り

あ

.げ
て

、

少

し

く

詳 

細
.に

紹

介

し

、

若

干

の

考

察

を

：つ

け

加

え

て
.み

た

。
：
申

す

迄
% '

な

く

、

我

々

の 

問
*

思
識
に
^

兄
る
為
_に

は

、
：
個

別

タ

ゥ

ン

研

究

の
# '

齋

が

必

要

で

あ

る

。
本 

稿

は

そ

う

い

5

意

味

で

の

最

勒

の

手

'办

か

り
に
す

ぎ

な

い。

.
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•
.等
を
と
り
あ
え•す
あ
げ
る
事
が
出
来
る
。
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2)

夫
之
の
文
献
末
尾
の.自
録
な
ど
を
渗
照:0
■.
.

'

ハ3

-.
社
会
.経
済
史
学
1-
第
十
四
巻
第
七.号
、
昭
和
十
九
年
十
月
。

(

4)
「

千
葉
大
学
文
理
学
部
：紀

要£

化
科
学)」

第
ー
卷
第
3
号
、
昭
和
三 

.十
苹
二
月
。
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w
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C
6)

平
出
宣
道「

近
代
資
本
主
義
成
立
史
論

」

—
三
八
I

一
四
ニ
頁
、

一
五 

ニ
 ̂

六̂
一
頁
、
ニ
五
六
丨
ニ
六0
頁
な
ど
を
参
照 

(

7)

こ
こ
で
ひ
と
は
ウ
ェ
ー
バ

一

の
近
代
的
生
産
力
の
樽
造
.
.
本
質
に
つ
い 

，.て
の
理
解
を
想
起
す
ベ.き
で
あ
る
。
な
お
五
八
頁
注

(

2 6)

を
見
ょ
。

ニ

さ
て
、
こ
こ
で
我
々
の
と
り
あ
げ
る
サ
フ
ィ
I
ル
ド
は
、

コ
ネ
テ
ィ
カ
.ッ
ト 

可
沿
い
に
ハ一

ト
フ
ォ
ー
ド
の
上
流
約
一
五
哩
の
地
点
に
あ
り
、
ス
プ
リ
シ
ダ 

フ
ィ
ー
ル
ド
の
南
、
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
北
、

エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
対
岸

(

西
岸) 

に
位
し
た
。
こ
の
地
域
は
一

R

来
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
イ
ー
ル
ド
に
含
ま
れ
、
ス
ト

五
0

(

八
八
0)

丨

ニ

ー

 ：
y
^
T
l
s
t
o
l
l
y
R
i
v
e
r

^
る

’い

は

ス

プ

ひ

ン

グ

フ

ィI

ル
ド
の 

南
部
と
い

う
意
味
で
サ
ケス
7

ィ
ー
ル

/Ks
o
u

c+M
e
l
d

と
も
よ
ば
れ
てい
た

。 

j 

b
一
 

1

一
一
年コ
ネ

テ

ィ

为
ッ

ト
植
民
地
に
編
入
さ
れ
る
迄
はマ
サ

チ

ュ

ー

セ

，
ッ
ー 

ッ
植
民
地
：に
属
し
た0
以
下
に
い
わ
ゆ
る「

リ
ザ
ァ
'
!
-タ
ウ
ン」

に
厲
す
る 

こ
の
タ
ウ
ン
の
設
立
事
情
を
さ
ぐ
っ
て
見
よ
う
。

.

.

一
タ
ウ
ン

0
設

立

,

.マ
サ
チ
ラ
ー
セ
ッ
ッ
湾
植
民
地
の
総
会
.は
一
六
六
〇
年
五
月
三
十
二
日
附 

で
、
請
願
者
達
に
六
哩
平
方
の
土
地
を
、
.五
.力
年
公
租
免
除
*
©

力
年
以
内
に 

ニ
〇
家
族
及
び
有
能
な
.牧
師
一
 
' 

名
を
入
植
さ
せ
る
と
い
う
条
件
で
付
与
し
て
い 

C

■
こ

の

#

#
地
に
は
直
ち
に(

-
六
六
0
年
又
は
ニ
ハ
六
一
年

)

入
植
が
試
み 

ら

、

た

，が

、

付

与

の

条

评

を

.み
た
す
事
が
.出
来
ず
付
与
は
無
効
と.な
っ
た
。
そ
.
 

れ
か
ら
九
年
後
.の
一
六
六
九
年
一
月
十
四
日
附
で
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の 

ぎ
が
可
決
し
.た
一
法
歡
ぼ「

：
.：
.

(

前
略)

…
…

さ
て
多
く
の
人
々
の 

意
見
に
よ
れ
ば
、
付
与
さ
れ
、
正
し
く
管
理
さ
れ
れ
ば
、

〔

ス
ト
ー
二
ー
.
リ 

ヴ
プ
ー
は〕

立
派
な
村
落
力
至
小
入
植
地
と
な
る
だ
ろ
う

」

と
し
、
タ
ウ
ン
に 

対
し
て
そ
れ
に.つ
い
て
の
考
慮
を
う
な
が
し
、

更
に
、

そ
こ
に
.付
与
を
求
め 

る

、

三
〇——

ー
ー
〇
エ
丨
ヵ
ー
の
土
地
と
六
丨
四
エ
ー
ヵ
ー
の
牧
草
_地
と
.令
も 

■つ
小
所
有
農
民(

少
な
く
も
五
名)

の
存
在
に
言
及
し
て
い
る
。
翌
ー
六
七0 

年
五

弓

マ
サ
チ
ュー

セ
ッ
ッ
総
会
に
ジ
ョ
ン.
ピ
ン

チ

3

ン
を
筆
頭
に
ス
プ
リ 

ン
グ
フ
ィ
I
ル
ド
の
住
民
合
計
十
六
名
の
請
願
者
、が
、
こ
の
地
の
入
植
地
と
し 

.て
の
有
望
性
を
述
べ'、
密
鉢
地
帶
の
故
に
入
値
期
間
を
五

—

六
年
と
し
て
ほ
丄 

い
旨
の
希
望
を
付
し
て
、
そ
の
付
与
を
請
願
し
て
い
る
。
総
会
で
は
、
從

員

が
、
六
哩
平
方
を(

一
六
七
一
年
に
は5 1

に
西
に
ー.

五
哩
延
長)

次
の
三
条 

1
件
、
.即
ち
、
第
一
に
植
民
地
用
地
一
〇
〇H —

力
I
を
別
に
区
劃
し
て
.お
く 

辦
、
第
二
に
、
五
力.年
以
内
に
ニ
〇
家
族
を
入
植
せ
し
め
、
牧
師
を
獲
得
し
維 

持
す
ベ
、暴

、
第
三
に
、
各
人
に
は
約
八
〇
エ
ー
ヵ
ー
以
上
を
与
え
な

V
事
、 

を
条
件
と
し
て
許
可
し
、
次
い
で
、
住
民
の
受
入
れ

.

土
地
付
与
及
び
細
回
に 

瓦
り
命
ず
る
為
に
委
員
会
を
指
名
し
た0̂
こ
の
萎
員
五
名
中
四
名
は
^
_
豸
で 

あ
る
。

併し代議院がし
た為

.こ
の
請
願
は
却
下
さ
れ
て
了
っ
た
。
そ
れ 

か
ら
1

も
経
た
ぬ
十
月
十
一
一
日
附
で
総
会
は
こ
：の
請
願
を
承
認
し
て
い 

付
帶
条
件
は
、
前
述
の
却
下
さ
れ
た
時
の
そ
れ
と
大
差
は
な
い
が
、
爐
民
地
当 

局
用
の
.保
留
地
が1

〇
〇
T

力
ー
の
外
に
更
に
四
〇
〇
エ
!
力

ー

を
加
え
て 

五
〇
〇
H
丨
ヵ
！
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
点
と
、

一
人
又
は
.ー
家
族
当
八
0

エ
！ 

0 *—

を
こ
ゆ
べ
か
ら
ず
と
い
う
条
項
に

「

少
な
く
と
も
一j
o冢
族
が
人
植
す
る 

迄
は」

と
い
う
一
句
が
付
加
さ
れ
て
い
る
点
が
相
違
し
て
い
る
。

こ

の

中
前
者 

は
特
別
に
意
味
が
あ-？
)
と
は
思
え
な
い
。
後
者
の
一
句
中
の

「

一ー
0
家

族

」

-と

. 

は
タ
ウ
ン
設
，立
の
為
の
最
砂{
|膨
齋
と
し
'て
屢
々
規
定
さ
れ
た
数
字
で
知
や 

従
っ
て
こ
の一

句
.は

「

該
タ
ウ
ン
が
独
立
の
社
会
経
済
単
位
と
し
て
最
小
限
度 

の
基
礎
を
獲
得
す
る
迄
は

」

と
い
う
程
の
意
味.を
も
つ
と
考
え
ら
れ
、

タ
ウ 

ン
建
設
の
物
期1
-^
て
極
カ
餘
，
と
勒
努
ル_
と
が
求
め
ら
れ
た
事
を
示
す
。: 

併
し
ひ
と
た
び
こ
の
条
件
を
満
し
た
後
は
八
〇
工
ー
力

ー

以
上
を
所
有
す
る
事 

を
妨
げ
な
い
と
い
う
亊
に
な
る
か
ら
、
'場
合
に
よ
っ

て
は
い
わ
ゆ

る

「

短

平
の 

原
則」

.
'を
い
ち
^
く
^

^
す
因
子
と
も
な..り
う
る
も
の
.で
あ
り
、
货
に
見
る
羡.
 

に
、
織
か
数
年
後
の
一
六
七
四̂
に
は
¥
く
も
八
〇H

丨

力

ー

と
い
う
最
高
制 

.

.

.

1

七
世
紀
.末
.
-ー
ュ
.I
.
.
.
イ

ン
グ

■ラ
ン

ド

の

一

タ

ウ

.ン
に

づ

い

t

限
を
し
て
そ
の
拘
束
力
を.失
わ
し
^
た
も
の
で
あ
る
。
総
会
に
指
名
さ
れ
た
入 

植
委
員
会
は
一
六
七
四
年

「

既
に
若
干
の
家
族
が
入
植
し
て
い.る
か
ら」

、

マ 

サ
チ
ユ
.I
セ

ツ

ツ

と

コ
ネ

テ

ィ

カ

ツ
ト
と
の
境
界
設
立
を
遅
滞
な
く
行
な
ぅ
必 

要
が
%
ノ.る
旨
、
又
密
称
地
帯
な
る
故
租
税
を
七
力
年
免
除
さ
れ
た
い
旨

5̂
告
し 

て
い
る
？
総
会
は
七
；力
年
を
四
力
年
に
改
め
た
外
は
こ
の
報
告
を
承

||は
、

こ 

こ
に
タ
ヴ
ン
設
立
の
外#
は
.出
来
上
つ
た
。
そ
こ
でm

T
に
我
々
は
こ
の
タ
ウ 

ン
の
建
設
の
中
心
と■な
る
土
地
制
度
を
検
討
し
て
見
よ
ぅ
。

.
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れ
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シ
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ダ
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植
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狐
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亍

±
地

制

.度
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土

地

配

分

の

原

理
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-

 

ま
ず
総
会
の
指
名
し
た
サ
フ
ィ
ー
ル
ド
入
植
委
員
会
が
一
六
七
〇
丨
一
年 

(

一
六

七
一
年)

.一
月
十
：ニ
日
附
で
議
淡
し
た
入
植
規
定
の
要
点
を
、
い
さ
さ 

か
煩
雑
.で
は
あ
る
が
、
紹
介
し
て
見
よ
ぅ
。

 

.

『
4

 

土
地
は
現
i

 
ー
0
〇
の
持
分
地
即
ち#

ィ
，地
に
分
割
さ
れ
、
宅
地 

は
四
段
階
即
ち
最
高/\
.〇
、
六
〇
、.五
0
、
最
低
四
〇
エ
I
力ー

に
分
け 

.
-
ら
れ
る
:0
牧
草
地
は
土
地
八
〇
エ
ー
力
ー
に
つ
き
八

H

丨
ヵ
ー(

以
下
同 

,
断)

.
の
割
合
■で
分
配
す
る
が
、
牧
草
地
が
極
め
て
不
足
し
て
い
る
為
、
上 

.

記
の
割
合
で
分
配
出
来
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
。
.低
沃
地
.
沼
地
を
牧
草
地
と
看 

做
し
て
、
こ
れ
を
以
て
代
替.
補
充
さ
せ
る
^
が
あ
る
。

.

.

一
一：

ど
ん
，な
段
階
の
土
地
が
割
当
て
ら
れ
る
か
は
、
.各

人

の「

土
地
利
用
能 

:

力
、
^

有
用
性
及
び
他
の
要
件

」

に
応
じ
て
行
な
：わ
れ
る
。
，

三
.
今
後
牧
草
地
の
み
な
ら
ず
、
他
の
土
地
，
霖
地
及
び
放
牧
地
の
分
割 

'

が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
は
、
す
べ
て.上
記
の
割
合
で
行
な
わ
れ
る
。

.
四
タ
ゥ
ン
建
設
費
、
土
地
区
劃
費
、
.篇

の

獲

得

，
.維
持
費
そ
の
他
の
共 

:同
費
は
、
各
人
の
付
与
地
に
応
じ
て
負
担
さ
れ
る
。
凡
て
の
土
地
付
与
は 

こ
れ
ら
の
：条
件
の
上
に
行
な
わ
れ
る
。

 

•

.

五
タ
ウ
ン
の
土
地
は
若
干
の
区
劃
に
分
け
ら
れ
、
各
区
劃
と
割
当
地
の 

間
に
は
然
る
ベ
き
幅
の
八
ム
道
が
、
ie
-

畜
の
ii

過
と
放
牧
の
便
宜
の
為
に
設 

け
ら
れ̂

.

六

将

来

の

便

宜
.

公
益
を
考
え
、
各
人
へ
の
付
与
は
、
付
与
又
は
入
植
か 

ら
七
力
.
年
以
内
に
必
要
が
起
，れ
ば
、
各
人
の
付
与
地
内
を
^
^
が
通
過
す 

ベ
き
_

を
明
示
し
て
行
な
わ
れ
る
。
但
し
量
質
と
も
に
然
る
べ
き
換
地
が 

低
の
.場
所
に
与
え
ら.れ
る
。.

七
こ
の
タ
ウ
ン
の
最
初
の
入
植
者
は
、
自
己
の
付
与
地
の
位
置
を
選
択
す 

る
自
由
を
有
す
る4

八
昨
年
十
月
総
会
か
ら
土
地
を
付
与
さ
れ
た
請
願
者
は
す
べ
て
ぐ
望
む
な 

ら
ば
.
そ
こ
に
割
当
地
を
も
ち
、
来
る
五
月
-:

十
日
迄
に
そ
の
皆
表
明
し
、
五
；
 

月
一
一
十
日
か
ら
三
年
半
以
内
に
若
干
エ
ー
力

ー

を
囲
い
、
改
良
す
ベ
き
齊 

.又
こ
こ
に
土
地
を
望
み
，
付
与
さ
れ
た
す
ベ
て
の
他
の
人
は

、

-

力
月
以 

内
に
几
ゆ
る
公
益
費
を
支
抵
い
、
来
る
五
月
一
一
十
日
か
ら
三
章
以
内
に
、 

即
ち
一
六
七
四
年
十

|

月
.
一
一
十
日
迄
に
、
若
干
エIV
力
丨
を
囲
い
開
墾
し
、 

そ
の
上
に
家
を
建
て
て
、
そ
こ
に
.住
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ず
ん
ば
、
委 

員
会
は
と
れ
を
没
取
し
、
他
の
希
望
者
に
処
分
す
る

0 

:

:

.会
々
0 

九

被
付
方
.

入
植
者
は
、
そ
の
土
地
を
売
却
•
譲
渡
或
い
は
何
ら
か
：の

方

‘ 

•

法
で
勉
分
ハ
す
る
以
前
に
、
七
年
間
そ
こ
に
居
住
乃
至
入
植
を
続
け
な
け
れ

.

一0

，
こ
.
の
地
の
発
展
に
寄
与
す
る
様
な
か
な
り
の
±,
;

|

抓
胳
靜
ヵ
.即
ち 

資
産
を
も
つ
人
々
で
、
そ
の
土
地
の
提
供
を
欲
す
る
が
自
ら
そ
こ
に
入
植

一
七
世
紀
末
二
ユI
 

•

ィ

ン

グ

ラ

ン

ド

の

一

タ

ウ

ン

につ
い
て

':

す
る
気
は
な
い
人(

々)

.

も
亦
、
彼

(
ら)

が
委
員
会
の
該
地
に
有
益
だ 

と
判
断
す
る
様
な
資
産
を
提
供
す
る
.

を
約
束
す
る
な
ら
ば
、
•付
与
地
に 

.

委
員
会
.
の
認
め
る
人(

々)

-
を
彼
ら
の
代
り
に
上
記
の
如
く
入
植
さ
せ
て 

:

お
.
く
事
を
条
件
と
し
て
、
そ
こ
に
付
与
地
を
も
つ
#

が
出
来
る
。

:

こ
；

I 

'

タ
ゥ
ン
の.
中
心
に
近
い.
便
利
な
六
0

丨
八
〇
エ
f

力ー

を
、
最
初
の 

.

牧
師
の
財
産
と.
し
て
保
留
す
る
こ
と
。

二 
.三

八
0

エ
ー
ヵ
ー
のf

用
地
は
他
に
売
却
.
譲
渡
し
て
は
な
ら
な 

い
0

又
他
人
に
付
与
し
て
は
な
ら
な
い
。

.

一
四
総
会
用
に 

ー0

〇
及
び
西
〇
〇
ヱI
力
ー
合
計
五0

〇

H

丨
ヵ
ー
を 

区
劃
オ
べ
き
事0

1

五
タ
グ
ン
の
中
心
に
、
教
会

.
校

舎
•

科
繼
ダ
裝
の
他
の
.公
共
用
の 

土
地
を
ニ
〇
丨
三
〇
エ
ー
力-
割
当
て
る
こ
、と。
.

.

.

.

.

.

.

.

.

1

六

•

製
'#

場
め
設
立
を
奨
励
す
る
為
に
、
各
歡
造
^
毎
に
六
〇 

エ
ー
ヵ
ー
を
、
夫
々
最
も
便
利
な
.
地
点
に
与
ぇ
、
水
流
の
便
宜
.、
共
同
地 

'
.
.
の

伐

木

の

自

t e

等

を

与

.え

る
こ
.

と
0
.

1

■

七
.

委
員
会
は
、
該
地
が
許
す
限
り
、
最
初
に
決
定
し
た
以
上
の
土
地
を 

付
与
す
る
自
由
を
保
留
す
る
。
か
か
；る
土
地
は
最
初
の
付
与
地
よ
り
量
に 

於
て
劣
る
事
が̂>
-

る
か
.も
知
れ
ぬ
が
、：
す
べ
て
か
か
る
土
地
は
、
今
後
現 

'

付
与
面
積
に
従
っ
て
分
配
さ
れ
る

0
.

共
同
費
に
■

つ.
い
て
も
然
り0 

.

一
八
,

.

(

省 

S

 

-

.

.

』 

右
，の

委

員

会

法

令

に

加

ぇ

て

：

T

度
そ
の
ニ
年
後
の
一
六
七

I 

一
 
I

三

年|

月 

十

日

附

で

「

新

入

植

地

へ

の

入

植

者

を

更

に

奨

励

す

る

為

に

」

追

加

；̂

が

が

発

五
三.
.(

八

八

三)



せ
ら
れ
て
；い
る
か
ら
、
こ
こ
で
そ
の
要
点
を
お
わ
せ
紹
介
し
て
お
こ
兄

—

.

.

.

『

入
_
を
出
来
る
だ
け
容
易
に
す
る
為
に
、
以
後
人
を
次
の
如
く
三
つ
に
分
類

し
て
扱
ぅ
辦
に
す
る
、..

〔

と
し
て〕

.

.1

#

^

?。
,:
.総
会
.か
ら
入
植
地
の
付
与
を
受
げ
た
者
又
は
彼
ち
の
資
カ
及 

ぴ
騎
旋
に
ょ
る
如
何
な
る
他
の
善
良
且
つ
正
直
な
住
民
も
、
.
一
六
七
五
年 

十
月
始
め
又
は
そ
れ
以
前
に
与
ぇ
ら
れ
た
土
地
に
入
植
居
住
-.
u
、
少
な
く 

も
.三
ヵ
年
居
佐
を
つ
づ
け
る?1
?
を
条
件
と
し
て
土
地
を
付
与
さ
れ
る。

•

ニ

鱗

^

ラ
^

家
を
建
て
、
±
地
を
顯
い
、
更
に
改
良
を
行
.な
い
得
る 

者
で
委
員
会
が
付
与
に
応
じ
た
な
ら
ば
、
次
の
条
件
即
ち
、

一
六
七
五
年 

十
月
一
日
迄
に
、.少
な
ぐ
も
.一
〇
エ
ー
ヵ
ー
土
地
を
囲
い
開
懇
し
て
、.
そ 

こ
に
.住
鹿
を
建
て
、
そ
こ
に
委
員
会
の
認
め
る
様
な
若
干
の
.善
良
且
つ
•正 

直
な
住
民
を
入
植
さ
發
、
彼
ら
を
し
て
更
に
三

—

四
年
間
そ
.こ
に
住
ま
わ 

せ
.土
地
を
改
良
さ
せ
る
、
と
い
ぅ
条
件
で
土
地
を
所
有
す
る
ij
?
が
出
来
る
。 

然
ら
ず
ん
ば
付
与
は
無
効
と
な
る
。

…
…

云
々
。

一
一
一
务
衝
か
あ
ノ
か
い
妒

# »
今
务
0
自
身
及
び
家
族
と
そ
こ
に
入
植
し
、

(
中 

略)

ーー.丁
四
ヵ
.年
そ
の
土
地
に
住
み$

^
を
行
な
ぅ
な
ら
ば
ハ
申S

# 

与
地
を
所
有
出
来
る
。
付
与
地
を
も
つ
者
は
凡
て
前
記
の
条
項
に
従
い七

-

力
年
間
そ
こ
に
居
住
を
つ
づ
け
る
こ
と
。
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#
u
m
#
h
o
u
s
e
i
o
t
:
u

つ
い
'て
は
厳
重
な
場
合
が
多
い

(
E
g
e
l
e
s
， 

ton,. Ibid，，

' P. 

400)

。

'七
力
'年
の
例
は
.

s

に
見
出
さ
れ
る

(
E
g
l
e
s
t
o
n
,

 Iloid., 

p. 
s

o

 

な
お A

n
d
r
e
w
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6
1
1
6
2
.

ま
ず
前
者
即
ち
一
六
七0
丨
七
1
.年
の
入
植
規
定
を
と
り
あ
げ
ょ
ぅ
。
こ
れ 

は
、
⑴

土
地
配
分
の
原
則
、
⑵

公
益
条
項
及
び
⑶

定
#
条
項
の
ゴ
ー
つ
の 

部
分
か
ら
成
る
。
次
に
土
地
配
分
の
原
理
か
ら
檢
討
し
て
見
る
事
に
す
る
。
：

⑴

€-
入
の
持
分
地
は
、
.
窀
地•
牧
草
地
,
台
地
な
ど
か
ら
成
り
、
タヴ

ン 

の
異
な
マ
た
部
分
に
分
散
し
て
い

(

や
こ
の
各
人
の
持
分
地
は
総
額
が
示
さ
れ 

.て
い
る
だ
け
で
、

「

密
地
.

1

八
.

H

丨
ヵ
...丨令
-
—
通
り
に
所
有
し
た」

と
い
ぅ
記 

録
を
屢
々
見
出
ボ
^
に
そ
の
内
訳
を
知
る
手
が
か
ヶ

は

な

い
。
牧
胄
⑽
は
窀
地 

の
一
割
を
原
則
と
す
る
が
.、
牧
草
地
の
不
足
に
ょ
る
代
替
地
の
問
題
が
あ
る 

し
、
又
合
地
も
あ
る
か
ら
、
内
訳
を
確
定
す
る
事
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
所
有 

乃
至
経
営
面
積
別
の
内
訳
も
亦
不
明
であ
る
。

土
地
配
分
の
原
理
は
他
の
、ど
の
タ
ゥ
ン
と
も
大
差
な
く
、

「

土
敗
科
用
能
カ
、 

«
藤
4
有
用
性
、
及
び
他
の
要
件

」

に
ょ
於
。
即
ち
タ
ゥ
ン
建
設
に
当
り
、
個 

々
の
入
植
者
が
ど
の
程
度
財
政
的
に

(

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

か
ら
の
土
地
購
入
費
.
 

測
量
費
*
区
劃
費
等
を)

負
担
し
.た
か
、
あ
る
い
は
ど
の
様
な
能
カ
に
ょ
っ
て 

寄
与
し
た
の
か‘が

土

地

國

分

の

規

^

と

な

っ

た
。
特
に
コ

ネ

テ
ィ
力

，，
ッ 

或
の
諸
タ
ウ
ン
建
設
に
当
っ
て
は
、：
イ
ン
デ
イ
ア
ン
か
ら
の
土
地
購
入
費
の
負

担

額

が「

原
出
資」

の
大
き
な
割
合
を
占
め
、
配
分
の
規
準
と
な
っ
た
事
は
別 

表

(

第一

表)

の
通
り
^
あ
る
。
第
一
表
に
於
て
、
付
与
地
面
積
は
、
ほ
ぼ
右 

の
額
に
’比
例
し
.て
い
る
が
、
土
地
付
与
関
係
の
資
料
に
よ
っ
て
確
認
出
来
な
い 

場
合
は
空
欄
と
し.て
お
い
た
。
こ
の
場
合
も
負
担
額
に
よ
っ
て
か
か
±'
わ
の
¥
 

積
は
推
定
出
来
る
が
.、
.同
一
負
担
額
忆
も
狗
ら
ず
面
積
の
異
な
る
場
合
も
見
ら 

れ
る
か
ら
推
定
を
避
け
た
。
又

U.

の
表
中
少
な
く
も
九
名
は

「

土
地
購
入
者
で 

は
あ
る
が
入
植
者
で.は
な
か
っ
た
|_
_
ぽ
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
：つ
も
り
で
あ 

る
。
現
実
入
植
者
で
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
タ
ウ
ン
内
の
資
料
は
殆
ん
ど 

語
る
所
が
な
い
。
今
後
母
タ
ウ
ン
：で
あ
る
ス
プ
リ
ン
グ
フ
イ
ー
ル
ド
、
ウ
ィ
ン 

ザ
I
等
と
の
照
合
が
特
に
要
請
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

 

-
 

⑵

，
植
民
地
用f

を
除
け
ば
、
教

会
•
学
校
用
地
が
特
に
区
別
さ
れ
、
そ
の 

譲

渡
.
鄕
分
は
厳
禁
さ
れ
て
い.：る
,
.そ
こ
に
原
野
の
中
で
志
を
同
じ
く
す
る
.者 

と
祈
り
と
労
働
を
共
に
し
よ
ぅ̂
し
教
育
を
尊
重
し
た
ピ

H 

;
|リ
タ
'ン
植
民
地
-
 

の
面
0
を
ヲ
か
が
ぅ
事
は
許
さ
れ
％
め
で
は
な
い
か
0
原
始
林
の
開
拓
期
の
、 

経
済
的
に
も
困
難
の
多-
>時
期
に
/>
..敢
て
地
ど
り
し
、
し
か
も.タ
'
.ウ
.ン
.
.へ
.の
付 

与
後
僅
か
に
一
〇
年(

フ
ィ
リ
ッ
プ
戦
争
に
よ.る
数
年
の
拋
棄
期
間
を
含
む

)

.. 

を
経
ず
し
て
''
#
会
を
建
設
す
る
と
い
：
ぅ

事
の
中
に
は「

村
吵
鎮
守
の
神」

或
い 

は

「

伝
絲
主
義」

の
：樾
点
と
な
る
券
院.
教
会
な
ど
と
は
凡
そ
異
な
っ
た4
lm '

、
、
、
、
へ
 

C
2 8〕

力

的

意

義

が

あ

る

と

見

な

け

れ

ば

な

る

ま

い

。

.
又

公

益

用

と

し

て

製

粉

.製
材
 

場

の

設

立

.の
樊

励

の

為

の

土

地

そ

の

他

の

特

権

を

賦

与

す

る

事

は

珍

し

い

.現
象

. 

.で
は

な

い

.ん
、

そ

の

所

有

者

..
に

い

.わ
：ゆ

る「

村

抱

え

」

.
性

格

を

与

え

る

事

は

事
.\
'- 

突

で

あ

る

が

.、
そ

の

発

展

の

.径
路

や

性

格

に

：
つ

い

て

は

別.に
考

察

せ

.ね
ば

.な
ら

.

ー
七
观
紀
末

1
1
ュ—

 

*
ィ
.ン
グ
ラ
ン
ド
の
ー
タ
ゥ
ン
に
っ
ぃ
て

\

な
い
。
と
も
あ
れ
そ
れ
は
、
非
市
民
た
る
卑
賤
労
働
者
で
も
種
族
間
分
業
の
奴 

■識
：で
も
な
く
、
領
主
的
支
配
の
対
象
で
も
な
く
、
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
体
制
あ
る 

い

は
®
商
主
義
体
制
の
'一
環
でも
な

い

の

で
あ
る
。
た
だ
、
建
設
者
ピ
ン
チ3 

ン
.ガ
こ
れ
ら
を
把
握.し
て
■い
る
点
は
注E

に
値
す
る
が
、
.い
ず
れ
に
し
て
も
墓 

:

本
的
に
は
自
由
な
直
接
生
産
者
に
奉
仕
す
る
^

^
を
も
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。

.

⑶

.「

定
住
条
項」

と
は
ー
定
の
期
-0
以
前
に
.
ー
定
の
改
良
を
し
て
そ
こ
に
入 

値
し
一
定
年
数
居
住
を
続
け
ると

い
う

条
項
を
い
.う

0
そ
の
内
容
はタ
ウ

ン

に
 

.ょ
り
様
々
で
あ
る
が
、
領
主
的
支
配
や
不
在
大
土
地
所
有
を
憎
悪
し
、
禁
压
し 

ょ
う
と
し
た
植
民
地
人
の
意
因
を
示
す
点
で
は
異
な
る
所
は
な
い
。
そ
う
し
た

意
因
が
、どQ

程
度
守
ら
れ
実
行
さ
れ
た
か
は
、
別
個
の
関
聯
で
論
ぜ
ら
れ
ね
ば

■ 

§
 

.

■，.、な
ら
な
い
。
併1;
こ
の
.様
な
条
頊
が
：無
視
さ
れ
て
行
く
契
機
は
、
実
に
入
植
規 

定
の
中
に
当
初
か
ら
潜
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
第
一
〇
条
の
如
き
は
、
既
に
当 

初
か
ら
タ

ウ

ン

建
設
.の
為
の
出
資
は
す
る
が

「

商
ら
そ
こ
に
住
む
気
の
な
い

」

V

者
と
、
か
か
る
出
資
者
の
卞
に
委
員
会
の
承
認
を
得
て
現
実
入
植
す
る
者
の
存 

法
を
、
は
っ
き
り
法
的
に
認
め
て
い
る
。
こ
の
様
な
現
象
は
他
に
も
指
摘
さ
れ 

て
い
る
。
こ
の
点.は
次
項
.に
於
て
触
れ
る
様
に
重
要
な
点
で
あ
る
。

さ
て
委
員
会
は
ニ
年
後
に
：追
加
法
令
を
出
.し
て
い
る
事
は
既
述
し
た
。

一
体 

.
'

「

入
値
を
出
来
る
だ
け
容
易
に
す
る

」

必
要
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う 

■、が
。
:一
六
七
五
年
に
勃
廣̂

^
フ
ィ
リ
.ッ
プ
戦
争
前
の
辺
境
の
不
安
は
考
慮
せ

： 

,
A
对
な
ら
な
い
が
、
入
植
規
定
_
体
の
中
に
.も
、
現
実
入
植
をi

r
す
る
い 

.

わ
ば

.
内

在

的

要

因

が

•あ
ら
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
入
植
者
を 

■:

誘
致
す
る
為
に
は
マ
そ
の
部
分
を
改
め
る
事
が
要
請
さ
れ
た
と
見
る
取
が
出
来

五
.五
.
.

(

八
.八
五)

.
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よ
う
。
委
員
♦
に
よ
る
入
植
者
の
分
類

=

類
型
化
は
こ
，の
点
に
正
に
ふ
れ
て
い 

る
。
即
ち
、
，委
員
会
は
、

T

請
願
者」

及

び「

資
産
家」

.に
つ
い
て
、
彼
ら
の

「

資 

カ

及

び

靈」
';
に
よ
々
、「

他
の
善
良
且
つ
正
直
な
住
民

」

を
入
植
さ
せ
れ
ば
、
く 

土
地
を
付
与
す
る
と
し
て.い
る
。
た
と
え
そ
こ
に
な
お
定
住
条
項
が
購
わ
れ
て 

居
り
、
又
資
力
の
乏
し•い
現
実
入
植
者
に
関
す
る

一

項
が
あ
？
て
も
、
僅
々
こ 

や
の
う
ち
に
、
掛4

入
植
主
義
が
修IE
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
.い
う
靡 

は
、
新
タ
ウ
.ン
の
建
款
に
当.？
て
和
#
出
資
者
の
役
割
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か-
 

ヮ
た
土
い
う
敬
情
、
又
委
員
会
の
指
導
的
人
物
が
、
外
な
ら
ぬ
請
願
者
の
筆
頭

.
 

者
.製
粉
製
材
業
者
.商

人

.
大
土
地
所
有
者
ピ
ン
チ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
事
情 

に
よ
る
も
の
と
見
る̂

が
出
来
る
。
而
し
て
ピ
ン
チ
ョ
ン
は
他
の
タ
ウ
ン
建
設 

に
当
-?
て
も
同
様
な
役
割
を
演
じ.た

こ

こ

に

指

摘

し

て

お

く

。
勿
論
史
料 

中

の「

入
植
し
な
か
っ
た^,」

，.を
す
ベ
て
不
在
所
有
者
と
見
る
难
は
恐
ら
く
危 

険
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
政
情
、
特
に
辺
境
の
そ
れ
を
思
え
ば
、
単
に
入
植
を
断 

念
し
た
f

あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か。
' た
だ
史
料
上
は
現
在
い
ず
れ
と
も
断 

宠
出
来
な
い
。
.一
七
世
紀
末
葉
の
段
階
で
は
、
ピ
ン
チ
ョ
ン
的
な
動
き
を
以
て 

如
：撕
扮
#

_
的
な
タ
ウ
ン
建
設
者
と
見
る
事
は
、
少
し
く
早
き
に
す
ぎ
る
様 

に
思
う
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
'い
0
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が
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持
分
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は
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ン
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異
な
っ
た
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三
丨
五
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成
っ
て
い
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工
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バ
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9

余
り
に
有
名
な

「

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と 

資
本
主
義
の
精
神

」

、r

プ
口
テ
ス
タ
ン
ト
請

.派
と
資
本
主
義
の
精
神

」

、「

経 

済
史

」

.；第
四
篇
、

「

宗
教
社
会
学
論
集

」

笫
ー
卷
所
収
の

「

序
文

」

、
_
同

「

世

.
界
諸
宗
教
の
経
済
偷
理

」
'

序
論
、

r

儒
教
と
道
教
，」

中

の

「

中
間
的
考
察
、
 

儒
教
と
ピ
ユ

-
丨
.リ
タ
ニ
ズ
ム

」

な
ど
に
見
ら
れ
る
近
代
的
生
産
力
の
主
体
的 

要
因
に
つ
：い
て
の
极
源
的
理
解
、
あ
る
い
は
也
類
な
い
深
さ
を
も
つ
ト

—

-
 

:

丨
の「

宗
教
と
資
本
主
義
の
興
隆

」
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参
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民
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に
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大
土
地
所
有
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に
つ
い
て

』
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明
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学
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第
五
一
一
号

)

を
參
服
。

(

2 8) 

M

oqieston, 

op, 

cito 

p
.
g
.

(

29)
w
a
^
e
N
, 

op. 

c
i
r
§'
§
丨

s
co
. 

J
o
s 

的 ood, 

op. 

c
i
r
p 

§

.な
ど
。

•



M H* M H* M<7> <T> O  O  CT> CJ>-q -q oo -q oo -q^  ^  to rf̂ - to  ‘I I  I I

1674

1674

1674

1
674

<7i

1676

H1 M M M 
cn CD CD-q oo -<3 o  o  to  <y>

CT5 O  <7> ^  >1̂cp o  o  o  o  o cr> oi o i cn ^  o  o  o  o  o  o <y> cn o> cn oi O  O  O  O  OL- I
Ol cxi rfx cn cn cn a  a>o  o  o  o  o  o 仏 办  cn o  o> cn oio  o  o  o  o  o  o  o

i i  i i  i~i 一 ‘o i o i cn m  o> cn a t m  o i m  o i a> a> ^  cno o o o o o  o o o o  o o  o o o o

1674
〔1
682
〕

1674

1674

1674

1674

1674

1674

1674

1674

1674

1674

1674

1674

1
6
7CO

S
S
2
1

1677

1677

1
677

1677

1
677

1677

1
6
700

1
6
700 

1
6
700

1
6
700

1
6
7
8

1
6
700

1
6
7
8

i

1
6
7
8

1
6
700 

1
6
700 

1
6
700

〔

瞄
旨
砗
枳
>
1
1
7
.

 

A

_
ĉ
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1

七
四
頁
。
特
化
一
六
一
貢
以
下
を
見
よ
。

、

、

以
上
に
於
て
私
は
入
植
規/H
自
体
、
あ
る
い
は
そ
の
変
化
の
う
ち
に
タ
ウ
ン
.
 

建
設
の
諸
問
題
を
さ
ぐ
り
出
そ
う
と
し
た
。
次
に
、
そ
う
し
た
規
定
の
下
に
お

.

.い
て
現
実
に
ど
の
衡
な
入
膨
於
砂
汾
現
盼
し
た
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
て
見 

よ
う
。
別
表
.

(

第
ニ
表)

は
シ
.エ
ル
ダ
ン
編
の
史
料
集
の
中
か
ら
作
成
し
た
、

.

一
六
七
〇
|

一
 

六
八
一
一
年
に
到
る
十
三
年
間
の
被
付
与
者
め
一
.，罾
豸

で

あ

る

。 

，各
櫚
に
つ
い
て
は
表
の
下
段
の
注
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
事
に
す
る
。
入
植
者 

は
、

一
瞥
し
て
明
ら
か.な
様
に
、
大
体
コ
ネ
テ
ィ.カ
ッ
ト
，河
流
域
の
諸
タ
ウ
ン 

(
=

い
わ
ゆ
る「

リ
ヴ
ァ
！
•.
タ
ウ
ン」)

特
に
ウ
ィ
ン
、サ
ー
、
ス
プ■リ
ン
グ
.フ
ィ 

—

ル
ド
、

ハ.
Iト
フ
ォー

ド
及
び
ウ

エ
ス
ト
フ

ィ

I
ル
ド
等
の
周
辺
タ.ウ
ン
か
.

ら
来
て
い
る
。
而
し
て
こ
う
し
た
移
住
の
仕
方
は
ニ

ユ

!

.イ
ン

グ

ラ

シ
ド
の 

新
タ
ウ
ソ
設
立
の
場
合
に
共
通
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

「

付
.与
年
度」

の
攔 

で
一
六
七
五—

七
^

^
に
が
け
て
著
し
く#

#

#双
が
双
タ
し
て
い
る
の
，は
フ 

ィ
リ
ッ
プ
戦
争
期
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
脅
威
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
付
与 

地
に
関
す
る
欄
に
つ
い
て
、.ま
ず
付
与
面
積
は
殆
ん
ど
四
〇
、
五
〇
、
六
'〇

エ 

—

力
ー
の
三
段
階
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
し
か
.も
こ
の
面
稿
は
、
地

味•

種
 ̂

*
距
離
等
の
諸
条
件
を
考
慮
す
れ
ば
、
実
質
的
に
は
か
な
り
.「

衡
平
の
11
'
則」

が
賞
い
て
い
た
の
で
は
な
い
が
と
思
わ
れ
る
0.
-
併
し
一
六
八
一
ヸ
畠
と
も
な
る 

.と
、
こ
う
し
た
い
わ
ば

「

持
分
の
.斉
一
性」

を
創
出
す
る
付
与
と
は
異
な
？
た 

兆
候
が
現
.わ
れ
始
め
る
_
に
_
し
%-
気
付
く
で
あ
ろ
う
。.同
時
に
亦
、；「

永

く

:
,
 

留
ま
ら
ず」

.と
か
、「

入
値
せ
ず」

と
か
、
あ
る
い
は
又
請
願
者
.
入

植

委

員

会_

委
員
等
£-
凤

献

，
奉

仕

に

対

す

る

褒

賞

の

意

味

の

付

与

地

、
'
更

に

は

追

加

付

与 

地
と
か
の
記
載
が
顕
著
に
な
ら
て
来
る
。
と
こ
ろ
で
史
料
集
の
末
尾
に
収
録
さ 

れ
て
い
る
罾
M -
を
の
土
地
付
与
記
録
を
見
る
と
、
右
の
様
.な

付

与

の

場

合

、
.
.
'
例 

え
ば
10
5
の
ジ
3
ン
.
ピ
ン
：チ
ョ
ン
の
八
〇

ェ
丨
ヵ
ー
の
場
合
の
様
に
、

「
そ
こ 

に
家
屋H

尸
を
建
て
'
約
四
力
年
以
内
に
八

—

一
〇
H

iヵ

ー

を

改

良

す

る

 ̂

を
条
件
と
し
て」

と
い

っ
た
た
ぐ
い
の
付
帶
条
件
が
わ
ざ
わ
ざ
付
さ
れ
て
い
る

•
 

,

3'?

の
を
所
々
M
li
]
す
。
と
れ
ら
の.諸
^
実
を
考
え
る
と
、
サ
フ
ィI
ル
ド
の
土
地 

配
分
.の
原
則
は
、
，.

1

六
八
〇
年
あ
た
り
を
境
に
変
り
始
め
る
の
で
は
な
い
か
と 

推
定
し
た
い
の
で
あ
る
。さ
き

に

も
M {
-
れ

た

が
、

請

願

者

'
.
委

員

層

は

必

ず

し 

も

単f

タ
ウ
ン
に
の
み
関
係
し
た
の
で
は
な
く
、
総
会
の
有
力
者
と
し
て
い
く 

つ
も
の
タ
ウ
ン
設
立
に
関
係
し
て
い
る
。
ピ
ン
チ
ョ

ン

家
の
如
き
は
そ
の
好
例 

で
あ
る
。
そ
の
様
な
い
く
つ
も
の
タ
ウ
ン
款
立
に
関
係
す
る
蕲
に
ょ
っ
て
得
ら 

れ
る
経
済
的
.
社
会
的
.
政
治
的
利
益
は
淡
し
て
無
視
出
来
な
い
程
の
意
義
を

も
つ
窖
で
あ
る。
. 
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1
-
<
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.

.

.

.

(

3 1) 

S
w
e
l
d

0
2
1,

0
p
?
a
t
.
,

 

p
p»\7

5
I
7
8
.

(

3 2)

た
だ
し
、
前

に

も

述

べ

'た
様
に
、
誠
に
遮
憾
な
が
ら
、
筆
者
の
利
用
出
来 

た
の
は
、
シ
ェ
ル
ダ
ン
編
の
サ
フ
ィ

.丨
ル
ド
史
料
集
三
卷
中
の

.第
ー
卷

2

，
六
六
O

I
一；

1

ハ
八
ニ
年)

の
み
で
あ
り
、
こ
こ
に
指
摘
し
た
最
も
興
味
あ
る 

.
問
題
は
、
僅
か
に
そ
の
鍩
を
ぅ
：か
.が
ぅ
め
み
に
終
っ

'て
い
る
。
そ
れ
故
、
第

• 

1:ー
-'
,
第
三
：卷
を
利
用
出
来
る
日
迄
は
こ
：れ
以
上
の
断
定
.は
避
け
た
い
。

.

•

'(

ー
九
五
九

」

八
.
.ー
0〕

.
，

.

•

五
‘九

(

八
八
九)

.

1

七

世

紀

末

二

ユ

ー

•

.ィ

ン

グ

ラ

ン

ド

の

一

タ

ゥ

ン

に

つ

い

て


